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平成２３年度　森林づくり提案事業一覧表 (単位：千円)

1 ふるさと別府を守る会 別府市
ボランティアや地域住民の参加を呼びかけ、荒廃した森林を整備し、
遊歩道の開設、除伐・植栽による森林づくりを行う

280

2 「耶馬の森林」育成協議会 中津市
耶馬溪ダムの水を利用する上流域、下流域の住民によるダム周辺の
植樹活動や交流

654

3 小平の遺産を大切にする会 中津市
「椿まつり」における森林環境教育と、里山整備による里山林保全の
普及、啓発

488

4 大分市（公園緑地課） 大分市
「霊山青年の家」跡地において植樹大会を開催し、「みんなの森」とし
て整備し、市民の交流や自然学習の場として利用する

800

5 おおいた上野の森の会 大分市
「上野ヶ丘墓地公園」の森で、地域住民とボランティアが、森林づくり
活動や森林環境教育を行う

177

6 NPO法人碧い海の会 大分市
放置竹林などの整備を行い、市民の憩いの場として利用する他、子
供や一般を対象とした炭焼きや竹灯籠作りを行う

500

7 河原内つじ会 大分市
地区内にある名木、樹林の保全と、周辺の森林や放置竹林を整備
し、名樹の里山づくりを行う

170

8 森林ボランティアりょうぜん会 大分市
霊山の森林整備を行い、森林セラピー基地に適した空間を作りほか、
地域の子供達に対し森林教室を行い、森林づくりの重要性を普及す
る

445

9 大分東ネイチャーゲームの会 大分市
ネイチャーゲームや森林体験を通して、主に子ども達を対象に、森林
に対する関心度の向上を図り、森林環境、地球温暖化防止意識の啓
発を行う

800

10 大分グリーンヘルパーの会 大分市
｢漁民の森」の保育及び苗木の補植などを行い、健全な森林を育成
し、豊かな漁場を形成する

480

11 森林の応援団イン大分 大分市
手入れ不足の森林の間伐、枝打ち活動を行い、環境保護に協力する
気運を高める

113

12
NPOおおいた環境保全
フォーラム

大分市・佐伯市
マツクイムシ被害で枯れた海岸の松林（保安林）を整備し、かつての
美しい景観を復元するほか、保安林の役割と森林の働きを学ぶ環境
学習の場として活用する。

655

13 臼杵市 臼杵市
小郡の森にて周辺学校児童を招待し、森林散策、駒打ち体験学習を
行うほか、市内の学校にてベンチ・イス作りを実施し、木や森について
関心を持ってもらう

145

14 野津末広会 臼杵市
池原より筒井ヶ城までの山道の風倒木等の片付けを行い、現在通行
不能な山道を整備、植樹する

301

15 つくみ環境美化グループ 津久見市
①青江ダム、彦岳の森の公園の下草刈り②宮山公園に山サクラ植栽
③市内小中学校で森の学級を開催し、森の役割を教えるとともに、シ
イタケ駒打ち体験授業を行う

400

16
青江ダム森林公園づくり実行
委員会

津久見市
①青江ダム高台に小休憩展望台の設置。散策道、青江奥山一帯の
山林の整備と育林②周辺地域の里道、林道、雑木林の整理③森林
浴体験学習の開催

662

17
NPO法人グリーンインストラク
ターおおいた

由布市
①里山林を再生するため森林や竹林の整備を行う②生物多様性保
全の場所としての里山を理解してもらう自然観察会を行い、森林の役
割を理解してもらう

140

18 (財）中津江村地球財団 日田市
多くの森林ボランティア等の参加による森林整備（植樹や下刈）及び
交流会の実施

1,000

19 日田市 日田市
日田市の伝統的な文化財である祇園山鉾や小鹿田の唐臼等の材料
となる樹木を市民のボランティアにより植栽し“文化財の森”を育成す
る

300

20
自然の森林づくり
プロジェクト

日田市
広葉樹の自生を促しながらその育成過程を経過観察することで地域
の森林づくりへ活用

107

21 ふるさとキャラバン隊 玖珠町
有明海に豊かな水を注ぐため筑後川上流で漁業関係者と共に「千年
の森づくり」を実施

350

22 千年あかり実行委員会 日田市
多くの森林ボランティア等が参加して荒廃竹林を整備すことで健全な
里山をつくる※伐採した竹で造られた竹灯籠は千年あかりに有効利
用されている

500

23
森林文化を守る
５００年の森づくり

 日田市前津江町
文化活動関係者や森林ボランティアと共に植樹活動を行うことで森林
文化の森づくりをめざす

500

24
万年山妙見様湧水
活性化委員会

玖珠町
地域以外の人々と共に植樹や椎茸採取等の森林体験活動を通して
広く交流を図る

450

25
大分西部流域
林業活性化センター

日田市
有明海の生命線である筑後川流域の人々の暮らしと産業の在り方を
含めて、森から海までのつながりを再生する森里海運動を今回の講
演会を通して広く一般の方に知っていただく

500

26 大分南部 佐伯広域森林組合 佐伯市
公募による参加者や自主参加者で、植樹や育樹などの森林整備・保
全活動を実施

500

合　　　計 11,417

活動場所 事　業　内　容

大分中部

交付額事業主体

大分西部

流域名

大分北部
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番号 1

代表者名

事業費
（補助金額）

竹林の整備 　　　竹林の整備

遊歩道の整備 　　　植栽完了

280千円

活動の目的
別府市浜脇の通称金比羅山はかつてサクラの名所と知られていたが、現在は
雑草や竹林に覆われてしまっているため、竹林や遊歩道の整備を行い、サク
ラ等を植栽する。

参加者数 合計１３４人　(団体関係者延人数７２人　外部参加者延人数６２人)

活動場所 別府市金比羅山

状況写真

年月日 主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

24年9月 竹林の伐採、遊歩道の整備、サクラ等の植栽

～24年３月

森林づくり提案事業

活動の名称 竹林及び遊歩道の整備

団体の名称 ふるさと別府を守る会 会長　足立公徳

 33



番号 2

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

森林づくり提案事業

耶馬の森林育成協議会

参加者数 合計 延べ人数 ５６４人　（うち団体関係者延べ人数５０人）

活動の名称

団体の名称 「耶馬の森林」育成協議会 会 長　新 貝　正 勝

活動場所 中津市 耶馬溪ダム湖畔
814千円

（654千円）

活動の目的

　地球温暖化防止をはじめとした森林の多目的機能を持続的に発揮
させるため、耶馬溪ダム湖周辺で「耶馬の森林」植樹の集いを開催
し、上流域の住民と下流域の都市住民とが交流を通じて、森林や水
などの自然環境に対する重要性を認識させる。

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

H23. 11.12

開催場所：中津市 耶馬溪町 耶馬溪ダム湖畔

活動内容：水源をもつ地域住民と都市部住民とが、植樹体験等によ
　　　　　る交流を深める事で、森林や水などの自然環境に対する
　　　　　重要性を認識させることができた。
　　　　　　・上下流域の子どもたちのメッセージ交換
　　　　　　・植樹体験（ヤマザクラ等広葉樹0.17ha植栽）

状況写真
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番号 3

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

参加者数 合計 延べ人数８００人　（うち団体関係者延べ人数２０人）

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 小平の遺産を大切にする会 代 表　松永　勇治

活動場所 中津市　福島
488千円

（488千円）

活動の目的

　中津市大字福島小平地区にある法華寺周辺は県指定の保護樹林を
含め、ヤブツバキが多く自生しており、毎年３月に「椿まつり」を
開催して、県内外から多くの来訪者がある。
　この裏山の整備を行い、椿まつりに訪れる人にこの里山を楽しん
でもらうとともに、森林環境に対する理解と深める取り組みを行
う。

中津市小平地区の「椿の里山」づくり

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

H23.10
～

H23.11
・

H24.3.18
～

H24.3.20

開催場所：中津市 福島 小平地区

活動内容：ヤブツバキの群生する里山を整備し、来訪者に里山の散
　　　　　策を楽しんでもらうと共に、毎年行う椿まつりにおいて
　　　　　パンフレットやパネルを使用して、森林の重要性につい
　　　　　て広く普及・啓発を行った。

状況写真
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４番号
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５番号
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６番号
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７番号
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８番号
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９番号
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１０番号
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１１番号
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１２番号
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１３番号
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１４番号
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１５番号
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１６番号
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１７番号
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番号 18

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

 H23. 7. 10
～11.17

 H23. 9. 3

 H23.11. 23

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 （財）中津江村地球財団 代表　 坂本 休　氏

２００海里の森づくり事業

活動場所 日田市中津江村
１,８６３千円

(１,０００千円）

活動の目的
　津江山系県立自然公園内の貴重な自然環境・スポーツ資源を通して、
都市との交流・青少年の健全育成・地域の振興に寄与します。

参加者数  合計 ５４７人 (地元関係者延人数 １１５人・外部参加者延人数 ４３２人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

下刈と植樹への事前地拵を合わせて３回実施。（参加者７７名）4.5ha

２００海里の森において下草刈実施。（参加者320名）2.8ha

２００海里の森植樹地において植樹を行った。（参加者150名）0.3ha
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番号 19

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

平成２３年

１１月２０日（日）

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 日田市 市長　 原田啓介 氏

市民参加の森づくり活動

活動場所 日田市萩尾（市有林）
600,000円

(300,000円）

活動の目的
　市民参加による森づくり活動を行うことで将来にわたって文化財を
守るとともに森林と文化の重要性を広く伝える。

参加者数  合計 ２５０人 (地元関係者延人数 ２０人・外部参加者延人数 ２３０人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

参加者全員でケヤキ・ヤマザクラ等約９００本の植樹を行なった。

※枝打体験や地元料理による交流会も併せて開催された。

（参加者250名） 0.5ha
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52

森林づくり提案事業

活動の名称 新たな広葉樹林の森林づくり実験 番号 ２０

団体の名称 自然の森林づくりプロジェクト 代表者名 代表 財津 忠幸

活 動 場 所 日田市（萩尾市有林） 事 業 費 １ １ ３ ． ８ ３千円

松原ダム湖畔林の植林予定地 （補助金額） （１ ０ ７千円）

スギ林伐跡地に自生する広葉樹や芽苗などの植栽木の成長を促進しな

活動の目的 がらその成育過程を経過観察し、速やかな広葉樹の成林を図る実験。

参 加 者 数 合計 30 人（団体関係者延人数 18 人，外部参加者延人数 12 人）

年 月 日 主 な 活 動 実 績 （ 場 所 、 具 体 的 な 活 動 内 容 ）

H23.7.16 笹類の除去、実験地整備、標本木の調査と追加。（参加者・関係者等 8 人）

h23.9.24 広葉樹自然林検討の専門家委員会（委員長・矢幡九大名誉教授 8 人）

H23.11.26 専門家による標本木の計測（参加者・関係者等 10 人）

H24.1.17 専門家委員会と合同の松原ダムでの現地検討会（参加者・関係者等 16 人）

状 況 写 真

笹類等の除去 実験地の整備作業

生長量の測定作業 矢幡教授と専門家委員会が植林地調査



番号 21

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

平成２３年

７月２７日

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 ふるさとキャラバン隊 隊長　 安達宏彦 氏

「千年の森づくり」

活動場所 玖珠町大字山田（千年の森）
381,000円

（350,000円）

活動の目的
　有明海に豊かな水を注ぐため筑後川上流で漁業関係者と共に植樹活動等
を   行うことで「千年の森づくり」を目指す。

参加者数  合計 ７０人 (地元関係者延人数 １５人・外部参加者延人数 ５５人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

「千年の森」において漁業関係者等と共に下刈活動を行なった。

※日本文理大学の菅部長による「森と海のつながり」と題した講演や
地元料理での交流会も併せて開催された。

（参加者７０名、下刈面積０.３ha、樹種ケヤキ・ヤマザクラ等）
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54

森林づくり提案事業

活動の名称 荒廃竹林の整備及び竹の有効利用 番号 ２２

団体の名称 千年あかり実行委員会 代表者名 実行委員長 財津忠幸

活 動 場 所 日田市 事 業 費 ８２６．３３９千円

（東有田地区） （補助金額） （ ５００千円）

農山村の過疎・高齢化の進行により管理不十分な竹林が増加している。

活動の目的 これら竹林の伐採・片付けを支援することで健全な里山を保全します。

また、伐採した竹で灯籠を製作し日田市千年あかりで有効利用します。

参 加 者 数 合計 152 人（団体関係者延人数 51 人 外部参加者延人数 101 人）

年 月 日 主 な 活 動 実 績 （ 場 所 、 具 体 的 な 活 動 内 容 ）

H23.9.11 竹林整理伐（東有田竹林 参加者・関係者 18 人・外部 30 人 計 48 人）

H23. 9.25 竹林整理伐（ 〃 参加者・関係者 17 人・外部 51 人 計 68 人）

H23.10.2 竹林整理伐（ 〃 参加者・関係者 16 人・外部 20 人 計 36 人）

状 況 写 真



番号 23

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

平成２３年

４月３０日（土）

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 森林文化を守る５００年の森づくり 代表  安心院昭比古 氏

森林文化を守る５００年の森づくり活動

活動場所 日田市前津江町大野（椿ヶ鼻）
520,000円

(500,000円）

活動の目的
　木材を使った文化的活動者と共に森林づくりを行うことで、
森林と文化の関連性を一般の人々へ広く伝える。

参加者数  合計 １４０人 (地元関係者延人数 ２８人・外部参加者延人数 １１２人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

参加者全員でカヤノキ・カツラ等約２００本の植樹を行なった。

※囲碁のプロ棋士である万波姉妹による囲碁教室も併せて開催された。

（参加者140名） 0.3ha
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番号 24

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

平成２３年

１０月３０日（日）

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 万年山妙見様湧水活性化委員会 委員長　 梅木逸美 氏

森林（田舎）体験交流活動

活動場所 玖珠町大字山浦（下荻地区）
572,000円

(450,000円）

活動の目的
　下荻地域以外の人々と共に森林づくりを通して交流を図ることで、
森林の良さを広く一般の人々へ伝える。

参加者数  合計 ５０人 (地元関係者延人数 ２８人・外部参加者延人数 ２２人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

ヤマザクラ・ヤマモミジ等約１００本の植樹を行なった。

※シイタケ狩り・地元の料理教室等も併せて開催された。

（参加者50名） 0.1ha
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番号 25

代表者名

事業費
（補助金額）

年月日

平成２３年

６月２５日（土）

森林づくり提案事業

活動の名称

団体の名称 大分西部流域林業活性化センター 会長　 佐藤陽一 氏

有明海再生講演会

活動場所 日田市（日田市民文化会館）
500,000円

（500,000円）

活動の目的
　有明海の生命線である筑後川流域の人々の暮らしと産業の在り方を含め
て、森から海までのつながりを広く一般の人々へ伝える。

参加者数  合計 ４００人 (地元関係者延人数 ５０人・外部参加者延人数 ３５０人）

状況写真

主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

有明海と日田の森のつながりを考える有明海再生講演会を開催した。

※宮城県気仙沼市の牡蠣養殖漁師　畠山重篤氏の基調講演「森は海の恋人」

※日田市日ノ隈小学校５年生４人による体験発表「三隈川発、水をめぐる探検！」

※林・漁業関係者６名によるパネル討論会「有明海と日田の森林のつながり等」
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番号 26

代表者名

事業費
（補助金額）

状況写真

年月日 主な活動実績（場所、具体的な活動内容）

参加者数 合計２８７人　(団体関係者延人数６１人　外部参加者延人数２２６人)

森林づくり提案事業

活動の名称 ボランティアによる森林づくり事業

団体の名称 佐伯広域森林組合
代表理事組合長

戸髙　壽生

平成23年6月11日

平成24年3月3日

佐伯市宇目B＆G海洋センターで、森林教室及び交流会を実施した。

佐伯市宇目大字塩見園字大丸で植樹並びに椎茸の駒打ち体験活動を実施し、佐
伯市直川大字横川　体験公園「亀の甲なおかわ」で交流会を実施した。

活動場所 佐伯市
１，0１９千円
（５００千円）

活動の目的
県民の森林ボランティア活動推進のため、公募による参加者や自主参加者
で、森林ボランティア活動により行われる植樹や育樹などの森林整備、保全
活動を実施し県民の森林への関心を高める。
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